
議会報告会報告書 

                                 平成２８年２月１２日 

 

山陽小野田市議会 

議長 尾山 信義 様 

 

                             Ａ班 

                              代表 矢田松夫 

 

平成２８年第１回議会報告会の実施状況について下記のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１ 開催日時  

 平成２８年 ２月 ８日（月）  １９：００ ～ ２０：４０ 

 

２ 開催場所  

         厚狭地区複合施設２階「研修室」Ａ／Ｂ     

  

３ 参加人数（市民） 

          ２０  人  

 

４ 担当班議員名 

      （石田 清廉）（大井淳一朗）（小野  泰）（河野 朋子） 

（杉本 保喜）（矢田 松夫）（山田 伸幸） 

 

５ 報告会次第 

 （１） 市議会代表挨拶       （大井淳一朗） 

 （２） 政策提言及び理科大報告 

① 総務文教常任委員会     （大井淳一朗）  〔司会〕（杉本 保喜） 

② 民生福祉常任委員会     （小野  泰）  〔記録〕（矢田 松夫） 

③ 産業建設常任委員会     （山田 伸幸）  〔受付〕（石田 清廉） 

④ 山口東京理科大学公立化調査検討特別委員会 （河野 朋子） 

（３） 質疑応答 

 

 



６ 主な質問・意見・提言 

① 政策提案は立派なことが記載されているが、すべて金のかかることだと思う。 

市側からの回答は出ているのか。 

［回 答］ 

 議会への説明はこれからだ。 

② 江汐公園が民間委託されているが、公園の利用については、同公園水利組合の 

役員を入れるべきだ。 

［回 答］ 

 指定管理者に確認する。 

③ 例えば江汐公園を利用した婚活など、政策が一つになるようにしてほしい。 

［回 答］ 

 婚活事業として取り組むよう求めていく。 

④ 政策提言に交通政策が入っていない。これで人口増がはかられるのか。 

［回 答］ 

 地域ごとの対策を考えていきたい。政策提言に入っていないが、交通対策は

今後も検討していく。 

⑤ 政策提言に農業振興が入っていない。農業がつぶれることは国がつぶれる。 

［回 答］ 

 基幹産業の一つとして農業振興をしっかり取り組んでいく。 

⑥ 理科大薬学部はどこに建てるのか。 

［回 答］ 

 厚狭駅南部という議論もあったが、現在の大学敷地内に建てることになった。 

⑦ なぜ薬学部を設置するのか。 

［回 答］ 

 工学部のみでは公立化の認可は困難であり、県内に薬学部を切望されていた

ので設置することとなった。 

⑧ 理科大が経営不振となっているのに、なぜ市が引き受けたのか。 

［回 答］ 

 理科大が廃校になれば人口減や、地域に与える影響が大きい。 

⑨ 埴生干拓へ必要な「ため池」が米作物用に建設されたが、現在は畑作農業従事 

者が減少している。ため池を縮小してはどうか。 

［回 答］ 

 今後の課題としたい。 

⑩ 厚狭駅南部のコンパクトな街づくりとは。 

［回 答］ 

厚狭駅を中心とする１キロ圏内で、住宅やショッピングセンターなどが計画さ 

れている。 



⑪ １８歳選挙が実施されるがどのようなことをしていくのか。 

［回 答］ 

 投票率を上げる仕組みを作っていきたい。そのためにも、高校生との意見交

換会の場を持つなど、議会も積極的に取り組んでいく。 

 

⑫ 薬学部建設について、行政側からの説明がない。議会へ説明し可決となったが、 

今後黒字経営ができるのか。 

［回 答］ 

 学生が集まれば、事業計画は成り立つ。今後については、問題がないわけで

はない。決まったからには、いい方向にもっていけるよう検証していく。 

 

   ［意 見］ 

   ・厚狭地区複合施設について、クーラーが設置されていないなど、ワークショップ 

で出された要望が実現されていない。 

・徳利窯を世界遺産にすべきだ。 


